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かんまきものしいウイス!!!
今年も、暑い暑い夏ですが、いかがお過ごしでしょうか。秋はもうすぐ?

「トンボ」が飛び始めました、昔はいろいろな種類を見かけました。そこで問題です。

「問題」  ①から⑤までの特徴のあるトンボの名前はなんでしょうか。
ア・・アキアカネ

右側の名前の記号からお答えください。(注意 正式名称ではないです)
①  黄色と黒の胴体をもつ大きな・大きなトンボ
②  平野で群れを作り山へ登っていく赤色トンボ
③  黒い大きな羽で胴体は水色や黒もいます
④  それは細くて小さいトンボ まるで糸
⑤  胴体はオスは水色、メスはムギワラ色 羽は透明 イ・・ハグロトンボ

ウ・・イトトンボ

エ・・シオカラトンボ

オ・・ハッチョウトンボ
カ・・オニヤンマ

全問正解者の中から抽選で10名の方に粗品を発送させていただきます。

キリトリセンで切り取って応募してください。

応募締切りは、9月19日 (金)です。各町 (尾平は市民センター) 又は市民センター内の
『社協ポスト』の方までご応募ください。解答は、“社協だより”10月号にてお知らせします。

※応募については神前地区にお住まいの方にかぎります。

・・<キリトリセン>・

ものしりクイズ解答記入表 0709

『ものしりクイズのヒント』 トンボの国のお話
この季節、昔の田んぼでは、赤とんぼの群れが飛び交っていました。

西の御在所岳では、秋の季節、赤とんぼのそれは壮大な乱舞があるそうですよ。

糸トンボは、この頃あまり見かけませんが昔物静かに水辺ではねを休めていました。

シオカラトンボは、最近元気な姿を見かけました、いったん翅を沈めて休み、フワッと軽快

に大空へ舞っていく姿や大きな複眼を回して周りを見つめている姿を見るのは楽しいものです。

今日も見かけた羽黒トンボの4枚の翅、本当に真っ黒でゆったりとした動きに感動です。

トンボの王様オニヤンマの大きいこと・大きいこと、それに比べて絶滅危惧種のミニトンボは

四日市市のもっと山の方の秘密の場所で活動していて、全長2cmの大きさです。

トンボの国の写真を載せてみました、ヒントになりましたか・・

〒
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「ふるさと神前再発見」大日山のかわいいミニバスに乗ろう!!

現在、地区内では生活改善運動の一環として、香典返しの自粛を申し合わせ、その一部を

当地区社会福祉協議会へご寄付いただいております。

ご寄付は、神前地区の皆さまが安心して暮らせる福祉のまちづくりの福祉事業資金として

活用させていただいております。

今後も努力を重ねてまいりますので、一層のご協力をお願いいたします。

ご協力をいただきました下記の方々に、紙面をお借りして厚くお礼申し上げます。

神前地区社会福祉協議会 会長 松野 賢司

内田勝司 樣 加藤正明 樣 川村 英巳様

令和7年1月1日から令和7年7月31日まで(順不同)



「夏休み親子教室・戦争と平和を考える+プラスチック染色アクセサリーづくり

8月6日(水)に神前地区市民センターで、神前地区の親子と四日市中央工業高校の「ものづくり部」の

みなさん82名が参加して「夏休み親子教室・戦争と平和を考える+アクセサリーづくり」が開かれました。

昔なつかしい紙芝居「白旗をかかげて」と「原爆の子 さだ子の願い」の紙芝居を2題を鑑賞しました。
紙芝居を鑑賞したあと、「プラスチック染色アクセサリー」作りを行いました。ものづくり部の先生の作り

方の授業のあと、部員の皆さんに教えてもらいながらプラスッチク染色のビーズストラップ作りをしました。

みなさん思い思いのストラップを作って、出来映えにも満足していました。

お昼はヘルスメイトさんに作って頂いた具だくさんの「すいとん」、何杯もおかわりをする子どももいて大

変おいしかったです。

つぶし玉カバーを付けて できました!! 70~80度の染色液で染色中

「白旗をかかげて」と「原爆の子 さだ子の願い」 2題の紙芝居を鑑賞しました gaidas

私だけのビーズストラップ出来ました!
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作り方の授業中! よく聞いてね このように出来ますよ どのビーズにしようかな

テグスにビーズを通しています。なかなか通らない・・・

いつもおいしい~「すいとん」 具もいっぱい!!
たくさんの子供がお代わりをしました

ヘルスメイトの皆さん

いつもありがとうございます

ヘルスメイトさん

(食生活改善推進員)を

只今 募集中です!!

詳しくは、神前地区市民センター
まで  TEL326-2751

講師の方々や地域のみなさんにご協力をいただき、ありがとうございました。子どもたちの楽しい思い出

に残る、さまざまな企画を今後も開催していきたいと思います。 社会福祉協議会 青少年部


